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序

 この報告書は、山辺町教育委員会が調査主体となり、発掘をおこなった高楯城跡(外郭
 西辺部地区)の調査結果をまとめたものです。

 発掘調査は、安達健一氏所有の畑を農地転用し、アパート建築用地とする民間開発事業
 に係るもので、分布調査を平成18年7月19日、同20日に、本発掘調査を同年9月26日
 から10月26日にかけて実施しました。

 高楯城は、武田惣内信安が宝徳元年(1449)に山形・最上家の命令で地域を支配す
 るようになり築城したと伝えられ、その後天正十年(1582)頃には、山形・最上家の
 末裔にあたる高楯遠江守正福が城主となり、元和8年(1622)の最上家の改易まで、
 最上家の西北の備えとして重要な位置を占めていたものと思われます。

 高楯城跡は山辺地区の北西にあたり、隣接する中山町、山形市を見渡せる小高い丘を利
 用した平山城であります。現在の天満神社境内周辺を主郭とし、主郭の直下には地形に合
 わせた曲輪が配置され、そのまわりに二の堀、三の堀を巡らしており、堀の内には町屋や
 寺院を配置して城館を築いていたと推定されます。

 平成11年、12年に、城の主郭にあたる南側と城の主郭直下にあたる西側部分の発掘
 調査を実施していて、堀跡、井戸跡、住居跡が検出されております。

 今回の調査では、柱穴、土坑、溝跡等の確認が出来たことで、歴史を解明していく上で
 貴重な資料として、郷土史研究の一助となればと存じます。

 最後に調査にあたってご指導とご協力を賜りました関係各位に心から深く感謝を申し上
 げます。

 平成19年3月

 .山辺町教育委員会

教育長飛塚光男



例言

 1.本書は民間宅地開発事業に係わる「高楯城跡」の外郭西辺部地区の発掘調査報告書で
 ある。

 2.緊急調査は事業主の依頼により、山辺町教育委員会が担当した。

 3.調査要項は下記の通りである。

 遺跡名高楯城跡(たかだてじょうあと)

 調査対象地山形県東村山郡山辺町大字山辺字芦沢96-0-1

 遺跡番号県遺跡番号346山辺町遺跡番号YM2

 現地調査平成18年9月26日～同年10月26日

調査主体山辺町教育委員会

 調査面積2,208.43㎡

 調査体制調査員茨木光裕(日本考古学協会会員)

調査補助員高橋玄寿

 調査作業員久連山良夫・伊藤重雄・伊藤豊・横山悌悦・小松紗耶加

 事務局飛塚光男(教育長)・多田裕一(生涯学習課長)

 大山ルミ(文化係長)

 調査協力安達健一・山辺町建設課・山辺町文化財調査委員会

株式会社武田組

 4.本書の作成・執筆は茨木光裕が行い、編集は山辺町教育委員会文化係が担当した。

凡例

 1.本書で使用した遺構の分類記号は以下の通りである。

 SB…掘立柱建物跡SD…溝跡SM…土塁状遺構SA…柱穴列

 SR…道路状遺構SK…土坑EP…柱穴S……礫

 2.遺構番号は、現地調査段階での番号を踏襲していない。本書作成時に再度番号を付した。

 3.本書挿図の方位は磁北を示している。

 4.1区及びH区とした調査区グリッドの南北軸は座標系に拠らず、現地に合わせた任意

 の設定とした。グリッド南北軸は、N-18°20'－Eである。

 5.遺構実測図は原則として1／20、1／40で採録し、各挿図にスケールを付した。

 6.遺構実測図にある水系レベルは標高を示している。その単位はmである。





 査期間の関係で検出遺構全てを精査することが出来なかった。そのような遺構については平面

 プランの確認と記録に留めてある。調査期間の実働日数は17日である。

 Ⅱ遺跡の概要
 1調査区の層序

 調査地がかなり広いため各地点で基本的な層序に違いがあり、共通した状況は把握し得ない。

 1区では約15cmの表土の下に淡茶褐色を呈する砂質土層(第3図A-A'土層柱状図11層)が

 ある。平均的な層厚は25cmで耕作土である。同図Ⅲ層は、くすんだ黄灰色土でブロック状に粗

 砂を含みパサパサした感じの土層である。IV層は平均層厚5cmの薄い土層で砂粒の混入がⅢ層

 より多く、地山直上の漸移層である。Ⅴ層は黄褐色を呈する粗砂質の地山層で地表から深さ40

 ～50cmである。場所により拳大の風化礫を含む。

 1区西側ではⅤ層の地山が深く落ち込み、その上位に茶黒色の粘質なシルトが堆積し堀の覆

 土と考えられる。北側に延長したⅡ区でも堀部分の基本的層序は同一である。

 調査地の西側に東西方向に設定した4本のトレンチは、いずれも堀の部分に相当する場所と

 考えられる。従って各トレンチでの基本的な層序はほぼ同一で、表土の下位に山砂利や炭化し

 た廃材等で埋め戻された再堆積土が存在する。その下位に堀の覆土と考えられる黒色や暗褐色

 を呈する粘質なシルトが堆積している。各トレンチの地山面はかなり深く調査期間の関係もあ

 り金掘はしていないが、部分的にサブトレンチを設け検土杖と併用して地山の深さを確認する

 ようにした。それによれば、地山は淡青灰色を呈する砂質土で地山面は平坦である。地山まで

 の深さは、Aトレンチでは現地表から約3.4mである。

 A～Dトレンチの土層状況を確認すると、表土直下にある再堆積土にはビニールシート等が

 混入し近年埋め戻され畑地に造成されたと考えられる。旧状は近年まで完全に埋まりきらず、

 窪地状に堀の痕跡が残っていたと思われる。

 2.遺構の分布

 前述したように、A～Dトレンチは調査地西側に存在した堀跡部分に当たり、堀底まで完掘

 していないので特に遺構は認められない。Ⅱ区ではグリッド東西軸d～eに堀跡西側の落ち込

 み線が確認された。さらにその北側で堀跡東側の落ち込み線が検出され、堀はこの部分で屈曲

 した状況を呈している。

 Ⅰ区ではグリッド南北軸3付近に南北に連なる地山の落ち込みがあり、その西側は地山が深

 くなり堀跡へと移行すると考えられる。その縁辺に土塁状の施設(SM1)と柵と考えられる

 柱穴列(SA2)が検出された。この落ち込み線の東は地山が浅く比較的多くの遺構が存在す

 るが、グリッド軸3～4列付近に掘立柱建物跡(SB3、SB4)、柱穴、土坑等が密に分布

 し、その東側では柱穴が少なく土坑が多く認められる傾向にある。

 Ⅲ検出された遺構

 1掘立柱建物跡(SB3、SB4)

 Ⅰ区の南北方向に走る地山の落ち込み線東側で多くの柱穴が検出されたが、建物跡として確

 認されたのは2棟である。SB3は南辺のみの検出であるため全体の規模は調査区外のため不

 明であるが、梁間2間である。柱穴はEP5～EP7で構成され柱間は1.1mの等間である。

 掘り方は25～35cmの方形でEP6が45cmと大きい。EP5とEP7のほぼ中央に径約10cmの円

 形のアタリがある。

 SB4はSB3に接した南側で確認された建物跡で桁行3間以上×梁間1間の南北棟でく西

 側に1間の庇が付く建物跡である。柱間は梁方向1.4m、桁方向1.2mで庇部分は1.1m程の等

 間である。検出された柱穴はEP8～EP16で、掘り方は方形で一辺30cm、中央部に径約15cm

 の円形を呈するアタリがある。

 2土塁状遺構(SM1)と柵列(SA2)

 掘立柱建物跡が確認された西側から地山が落ち込み堀跡へと移行するが、その落ち込み底部

 の傾斜変換線にそって堀の走行と一致するように土塁状の高まりが検出された。検出された長

 さは約5m、平均幅1.6mで、東側地山面からの高さ20cmである。調査ではその中央部にサブ

 トレンチを設け断ち割りを行ったが、それによれば地山の砂質土の上に粘質な淡褐色土や黒色

 土を互層状に積み上げて構築している状況が把握できる。

 SA2はSM1の西肩部分にSM1とほぼ同一の主軸で連なる柱穴列で、6個の柱穴が検出

 された。各柱穴は径20～25cmの円形で直に掘り込まれており、深さは約25cmである。柱間は一

 定せず0.9～1.2mを計る。

 3土杭(SK)と道路状遺構(SR)

 土坑は1区のほぼ全域から検出されたが、特に1区東端部に多く認められる。平面形は円形、

 隅丸方形、長楕円形を呈し、深さ30cm程の浅い皿状で一部に礫石を含むものがある。出土遺物

 は特に認められない。

 道路状遺構(SR)は1区グリッド軸4～5列にかけて確認されたもので、南北方向に走り

 両側に側溝と考えられる溝が並行して存在する。両側の溝幅は15～25cmで、溝で区画された道

 路幅は約90cmである。路面には部分的に径10cm程度の礫石の集中する部分が認めれる。

 調査のまとめと考察



 所在する丘陵山麓部分を対象としたもので、主・副郭を囲むように堀が存在し、隣接した山麓
 平地に掘立柱建物跡や井戸などの城館跡に付属した遺構の存在が確認されている。

 今次の調査地は城館跡中心部からかなり距離を置いた地点であり、直接時期を特定できる遺

 物の出土も確認できなかったが、遺構の切り合いから少なくとも3時期以上の変遷が想定され

 る。高楯城は南に隣接する山野辺城とともに、西側に連なる出羽丘陵の山麓部から舌状に東に

 張り出す台地突端の低丘陵に立地している。大手口は城館跡がある丘陵端部の東山麓にあり、

 今次の調査地点は西側の搦め手側に当たると考えられる。搦め手側は立地的に出羽丘陵山麓か
 ら地続きの状況であり、防御的に脆弱な側面を指摘できる。

 今次調査で確認された堀跡は、部分的な調査でありその全容は把握し得ないが、Ⅱ区で大き

 くL字形に屈曲する状況が確認された。その幅は上場で約25mである。またA～Dトレンチの

 土層は堀に堆積したものであり、堀幅は20～35m程度と考えられ近年まで完全に埋まりきらず

 低湿地状の窪地をなしていたようである。村絵図等によれば、この堀跡に相当する部分は屈曲
 し蛇行した状況で描かれており、その描写と符号する。また、堀の落ち込み部分は箱堀状に大

 規模に掘削し整えている状況ではなく、地形的に存在していた窪地を部分的に改変し西側外郭

 を区画する施設として機能したと想定される。土塁状遺構や柵列、堀の落ち込みに接して検出

 された長屋風の南北棟建物跡などは城地の西縁に設置された防御施設であった可能性が高く、

 屈曲して張り出した堀のコーナー部分に了広寺などの寺院を配置した計画的な区割がなされて
 いたと考えられる。

 高楯城は宝徳元年(1449)に荒砥方面からの白鷹丘陵を越える交通路、寒河江の大江氏に対

 する最上領内の境目の位置に武田信安が築城したとされる。その後、最上氏の一族である高楯

 遠江守正福が城主となり、元和8年(1622)最上氏の改易により廃城となった。調査では当該

 期の遺物は出土せず、日常的な城下の町場とは考えられず、堀跡に近接した地域にのみ主要な

 遺構が分布しⅠ区東側には土坑等が確認されたのみである。時期は特定できないが、今次の調

 査地は町場を包括した城館の西側縁辺を画する施設の一端を示していると考えられる。
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